


事   務   連   絡 

平成２６年８月２７日 

 

 各都道府県 介護保険担当主管部（局） 

 各市町村  介護保険担当主管部（局） 御中 

 

厚生労働省老健局振興課 

 

「生活支援サービス推進セミナー～新たな地域支援事業における住民主体の助け合い

活動の役割と課題～」開催のお知らせについて 

 

 

介護保険制度の運営につきましては、日頃より御理解、御尽力を賜り厚く御礼申し上

げます。 

単身や夫婦のみの高齢者世帯、認知症の高齢者等が増加する中、高齢者が地域での生

活を継続していくためには、多様な生活支援のニーズに対応した多様な生活支援サービ

スを整備し、多様な主体による地域の支え合いの体制づくりを行っていくことが重要で

す。 

現在、従来から住民主体の活動を支援してきた非営利の民間団体等が中心となって、

「新地域支援構想会議」が設置され、今後の方向性に関する検討が行われており、この

度、「新地域支援構想会議」において、社会福祉法人 全国社会福祉協議会主催により、

行政・自治体関係者や多様な関係主体の方等を対象とした「生活支援サービス推進セミ

ナー」が開催されることとなりました。 

本セミナーは、老健局としましても、今後の各地域における生活支援の基盤整備にあ

たり有意義なものであり、地方自治体職員にもご参加いただきたいと考えておりますの

で、下記のとおり開催案内をいたします。 

 

記 

１．開催日程、場所 

 ○ 平成２６年９月１８日（木）１１：００～１７：３５ 

 ○ 全国社会福祉協議会・灘尾ホール 

  〒100-8980 東京都千代田区霞が関３－３－２ 新霞が関ビルＬＢ階 

 

２．内容 

 ○ 行政説明、連続レポート、てい談 

  （詳細は別添開催要綱をご参照ください） 

 

３．申し込み 

 ○ 申し込み期限：平成２６年９月１２日（金）【定員 300 名に達し次第、締切】 

 ○ 参加費：3,000 円 

  （詳細は別添開催要綱をご参照ください） 



《公益財団法人みずほ教育福祉財団助成事業》 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．趣 旨 

平成 27 年度介護保険制度改正にむけて介護予防・日常生活支援総合事業のガイドライン案が

示され、各自治体での介護保険事業計画策定もすすめられています。 

新たな地域支援事業では、「住民主体の多様なサービス」への期待が高まっていますが、具体

的にどのように住民主体のサービスを広げ、利用を促進していくのか、介護保険によるサービス

といかに連携していくかなど、各地域の実情に合わせた仕組みづくりが大きな課題となります。 

本セミナーは、本年 6月に発表した『新地域支援構想』をふまえ、構想がめざすものやその具

体化にあたっての課題等を共有するとともに、活動団体・住民・自治体それぞれの役割、地域全

体での理解づくりのあり方等について考えることを目的として開催します。 

２．主  催 社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

３．運営企画 

新地域支援構想会議 

構成メンバー（順不同）：公益財団法人 さわやか福祉財団/認定特定非営利活動法

人 市民福祉団体全国協議会/住民参加型在宅福祉サービス団体全国連絡会/特定

非営利活動法人 全国移動サービスネットワーク/社会福祉法人 全国社会福祉協

議会/全国農業協同組合中央会/一般社団法人 全国老人給食協力会/公益財団法人 

全国老人クラブ連合会/宅老所･グループホーム全国ネットワーク/特定非営利活

動法人 地域ケア政策ネットワーク/一般財団法人 長寿社会開発センター/特定非

営利活動法人 日本ＮＰＯセンター/日本生活協同組合連合会/一般社団法人 シル

バーサービス振興会（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ） 

４．期  日 平成 26 年 9月 18 日（木） 

５．対   象 

○行政・自治体関係者 

○助け合い活動、生活支援サービスを行う NPO、ボランティア団体、

住民参加による生活支援サービスや助け合い活動を推進している

関係団体 

○生協、農協、社会福祉協議会等関係者 

６．会  場 
全国社会福祉協議会 灘尾ホール 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルLB階 

７．定  員 300 名 ※定員になり次第、締め切りとさせていただきます 

８．参 加 費 3,000 円 

９．プログラム ※裏面をご覧ください 

生活支援サービス推進セミナー 
～新たな地域支援事業における住民主体の助け合い活動の役割と課題～ 

開催要綱 



 プログラム                                    

11:00～11:10 開会 

11:10～12:10 

（60 分） 

「介護予防・日常生活支援総合事業の概要と助け合い活動への期待」 

厚生労働省老健局振興課長 高橋 謙司 氏 

12:10～13:00 昼食・休憩 

13:00～15:20 

（140 分） 

【連続レポート】「助け合い活動の現状と今後の取り組み」 

地域のニーズから生まれ、発展してきた各種の助け合い活動や生活支援

サービスの実践を学び、これからの取り組み課題を考えます。 

報告者：（調整中） 

 見守り活動、生活支援、ちょボラ 

 ホームヘルプサービス 

 通いの場・サロン・コミュニティカフェ 

 移送サービス 

 食事サービス 

 宅老所 

 助け合い活動団体のネットワーク 

 

進行：NPO 法人はなのいえ理事長 

/宅老所・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ全国ﾈｯﾄﾜｰｸ世話人 内海 正子氏 

15:20～15:35 休憩 

15:35～17:35 

（120 分） 

 

【てい談】「『新地域支援構想』がめざすもの」 

 「新地域支援構想」がめざす地域社会や地域包括ケアシステムのあり方、

助け合い活動の意義、拡充に向けた課題等を共有するとともに、活動団体・

住民・自治体それぞれの役割や地域全体での理解づくりのあり方等について

考えます。 

 

公益財団法人さわやか福祉財団    会長 堀田 力氏 

日本生活協同組合連合会組織推進本部 

福祉事業推進部長 山際 淳氏 

社会福祉法人全国社会福祉協議会 事務局長 渋谷 篤男（進行） 

17:35 事務連絡・閉会 

 

10．申込期限 
平成 26 年 9 月 12 日（金）〔定員になり次第、締切とさせてい

ただきます〕 

11．申込方法 

○別添の参加申込書により、名鉄観光サービス㈱新霞が関支店宛

にお申し込みください。折り返し同社より参加券および参加費

の振込依頼書等をお届けいたします。 

○参加費等のお支払いは、期日までにお済ませください。 

○当日は、参加券をご持参ください。 

12．個人情報の 

取り扱い  

本研修につきましては、個人情報保護における取扱契約を「名

鉄観光サービス㈱新霞が関支店」と交わしたうえで、同社に上

記の業務を委託しております。「参加申込書」に記載された個人

情報は、運営管理の目的にのみ利用させていただきます。なお、

本研修会の資料に参加者の氏名・所属・役職を掲載いたします。 

 



＜研修内容の問い合わせ先＞ 

全国社会福祉協議会地域福祉部（担当：水谷） 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 

TEL. 03-3581-4655 FAX. 03-3581-7858 

 

 

 

□ 会場のご案内 

全国社会福祉協議会・灘尾ホール 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関３-３-２ 新霞が関ビル LB階 
 

 

□ 交通のご案内 

 

  

・地下鉄 銀座線 「虎ノ門駅」５番出口より徒歩５分 

・地下鉄 千代田線／丸の内線／日比谷線 「霞ヶ関駅」Ａ１３番出口より徒歩８分 

・地下鉄 千代田線／丸の内線 「国会議事堂前駅」３番出口より徒歩５分 

 

※参加等の申込・参加券の送付・参加費の支払い等については、「参加申込書」をご覧のう

え、名鉄観光サービス新霞が関支店にお問い合わせください。 

 




